























































































































































































































いなくとも扱えるようにする。 (2) これまで扱えなかった間接照応を扱う。 (3)ゼロ代名
詞を扱う。 (3)については、最近の中心化理論で、は考慮の対象になってきているので、まっ
たく新しい提案とはいえないが、適切な指摘であると評価できる。 (2)、(1)は、新しい提案
である。ただし、(1)の「並列構造Jは、たまたま取り上げた「桃太郎」の例に基づいた提
案であり、どのような言語資料にも適用できるような一般化が求められる。じかし、これ
らの修正を加えることにより、照応に関するデータの分析がより適切に行うことができる
ようになり、同時に、中心化理論の説明力を高めるということにも貢献している。
「産出j に関しては、「桃太良町、「漫画J、「レシピJ、「自由J(=自由作文)という課題
を被調査者に与えているが、多様なデータの収集を意図した4つの区分は適切であり、同
氏の創意工夫が感じられる。書き言葉と話し言葉のデータを集めて分析をしているが、こ
れだけ多様なデータの収集、また、書き言葉と話し言葉の両方についてのデータの収集は、
それ自体評価に値する。さらに、話し言葉の音声からの転写は、同氏の苦労がしのばれる
ところである。
「産出Jに関するデータのなかで、上級の日本人英語学習者が英語母語話者よりも、中
心化理論の基準で、より一貫性の高い文を作成するとしづ事実は、さらに確認のための調
査が必要ではあるが、興味ある発見であったといえる。
データの統計的な処理は、実証的研究にとって不可欠の部分であり、同氏の精力的な仕
事は十分評価に値するが、さらに専門的な知見を踏まえた処理法の習熟が期待される。
論文のなかに、表現が不十分なところ、誤字などの指摘もあったが、全体の文字数を考
慮すれば許容範囲内にあるといえる。とはいえ、同氏の今後の慎重な対応が求められると
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ころである。
最後に、本論文はデータを収集し、それを分析し、そこに規則性、パタンを発見すると
いう典型的に帰納的、実証的な方法論に基づいているので、理論的な考察は手薄になって
いる部分も認められるが、この研究を基礎として、理論的な考察を深めることや、理論的
な枠組みを構築することが、今後の課題としてあげられる。
本論文は¥同氏の 5年間にわたる真撃な努力の結晶といえる。全体を総括して、本論文
が、博士(言語文化学)の学位にふさわしいものであるということに審査委員全員の意見
が一致した。
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